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デジタルデータの流れ（ ）

制御 & 演算
(CPU)

短期記憶
(メモリ)

入力
(キーボード)

出力
(画面表示)

長期記憶
(ファイル)



デジタルデータの形式

デジタルデータの最小単位は 「bit」「ビット」
電気信号の on/offに対応、「1/0」で表記

8 bit 並べたものを 「B」「Byte」「バイト」と呼ぶ

（重要）データの「型」に応じて bit パターンの
意味が異なる



「int」型の bit パターン

整数(integer)を bit パターンで表現する

最上位 bit は符号(-/+)を表す (2の補数表現)

 cygwin64 の「int」型は 32 bits (4 Bytes)符号付

(値) = σ𝑖=0
30 2𝑖𝑏𝑖 = 23 + 21 + 20 = 11(10進数)

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

00000000000000000000000000001011
𝑖 =

𝑏𝑖 =



「float」型の bit パターン

浮動小数点数(floating point)を bit パターンで表現する

 cygwin64 の「double」型は 64 bits (8 Bytes) (IEEE 754)

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

00111111100000000000000000000000
𝑖 =

𝑏𝑖 =

符号 指数部 (8 bits) 仮数部 (23 bits)

(値)= 2
指数部−127

× 1 +仮数部 = 1.0



「char」型の bit パターン

文字(character)を bit パターンで表現する
ASCII コード (1 Byte)

 0+7 bits のパターンに、英・数・記号・制御文字
が割り当てられている

漢字コード (1 Byte, 2 Bytes)
いろいろな種類があり、コードが違うと表示できない
 UTF-8, JIS, シフト JIS, EUC, …

改行コード
 Windows系「CRLF」、Unix系「LF」



デジタルデータの形式 (つづき)

データの「型」に応じて bit パターンの意味が異なる

⇒ プログラマの責任で管理しなければならない

異なる型の変数間の演算や代入は、コンパイラが

ある程度自動的に変換する

テキスト入出力関数 printf() , scanf() の書式を間違う

と、わけのわからない値が表示される



$ ./a.exe

プログラム
(a.exe)

入力
(キーボード)

出力
(画面表示)

ファイル
(file.txt)

stdin
stderr
stdout



$ ./a.exe ＞ file.txt

プログラム
(a.exe)

入力
(キーボード)

出力
(画面表示)

ファイル
(file.txt)

stdin stderr

stdout

コマンドの後に右向き
(大なり)不等号「＞」を
書くことで、標準出力を
ファイルに切り替える

(出力リダイレクション)



$ ./a.exe ＜ file.txt

プログラム
(a.exe)

入力
(キーボード)

出力
(画面表示)

ファイル
(file.txt)

stdin

stderr
stdout

コマンドの後に左向き
(小なり)不等号「＜」を
書くことで、標準入力を
ファイルに切り替える

(入力リダイレクション)



プログラムの動作確認

入力 (xxx-in.txt) と出力期待値 (xxx-exp.txt) が与えら
れている課題は、リダイレクションを用いて、必ず動
作確認を行うこと

diff 不一致の解答は、動作確認を行わず提出したと
判断され、無条件に再提出の対象となる

$ ./a.exe < xxx-in.txt > out.txt
$ diff –Bw out.txt xxx-exp.txt



文字列

文字列は文字 (char) の配列

ヌル文字 (‘¥0’) を最後に配置する

文字数+1 の配列要素数が必要

文字列の比較には、関数 strcmp() を用いる

#include <string.h>
if (strcmp(s1, s2)== 0){ /* 一致 */ }  


